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編 入 学 生 募 集 要 項

大分工業高等専門学校案内

1 ＪＲ高城（たかじょう）駅から徒歩約 25 分

2 大分駅前６番のりば〔地図参照〕から
  • 萩原・アクロス前経由「明野団地」行き（Ｄ 40、Ｄ 41、Ｄ 42）
  •  萩原・アクロス前経由「パークプレイス」行き（Ｄ 46、Ｄ 47）で

「大分高専」下車（所要時間約 20 分）

3 ＪＲ大分駅からタクシー（所要時間約 15 ～ 20 分）

4 東九州自動車道を利用の場合・・・「大分米良ＩＣ」より車で約 15 分
   「大分宮河内ＩＣ」より車で約 15 分

【入試に関する問い合わせ】
　　大分工業高等専門学校　学生課教育支援係
　　TEL：（097）552－ 6359　月曜日～金曜日　8：30～ 17：00（祝日を除く）

編 入 学 案 内
出願書類添付





教　育　目　的

人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の養成

人 材 養 成 に 関 す る 目 的 

１�．５年間の一貫教育により、深い専門の学芸と、豊かな教養及び高度な専門技術を身につけた技
術者
２�．対象の本質を理解し分析する能力と、モデル化し総合する能力を備え、チームにあっては協
調し互いに高め合うことのできる、専門基礎技術力と教養基礎力に裏打ちされた実践的技術者

募 集 学 科 ご と の 人 材 養 成 に 関 す る 目 的

機械工学科
　機械工学科は、機械工学を中心とした幅広い学問と豊富な実験実習により、先端技術を含んだ
多分野に対応できる人材の養成を目的とする。
　この目的を達成するために、①機械の動きを解析・制御する技術、②材料を理解し利用する技術、
③加工や製作の技術、④熱やエネルギーを利用する技術、⑤水や空気の流れを利用する技術を教授
し、これらを統合して社会に役立つものを設計・製作できる能力を培う。

電気電子工学科
　電気電子工学科は、電気工学、電子工学分野の素養を持ち、コンピュータや情報通信分野への
柔軟な対応力を備えた電気・電子・情報通信に関わる広範な専門分野で活躍できる技術者の養成
を目的とする。
　この目的を達成するために、豊かな教養、科学する心、デザインする力、協調して実践する力
を養い、電力、エレクトロニクス、情報通信、制御システム、コンピュータなどの専門分野の基
礎知識と創造的な技術力を培う。

編入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
４年次への編入学においては次のような入学者を求めます。

①　本校の学習・教育目標を達成する意欲のある人
②　�周囲と積極的にコミュニケーションをとり、協力して行動できる人
③　総合的に学力の高い人
④　実験や「ものづくり」に興味のある人
⑤　数学基礎力のある人
⑥　専門基礎力のある人

編入学者選抜方針
本校の編入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って選抜します。
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情報工学科
　情報工学科は、高度な専門知識と技術をもち、IT社会のさまざまな産業分野で活躍できる人間
性豊かな情報工学技術者の養成を目的とする。
　この目的を達成するために、数学、物理、プログラミングなどの基礎科目と、①AI・データサ
イエンス、②ネットワーク・セキュリティ技術、③システム開発技術、④ソフトウェア開発技術、
⑤Web系技術、⑥ロボット・組込み開発技術の各分野について実践的に教授する。

都市・環境工学科
　都市・環境工学科は、人口減少や少子高齢化にともなう社会構造の変化ならびに大規模地震や
気候変動による災害リスクの高まりの中で、土木工学の知識を駆使して、人々の暮らしを守り、
社会・経済活動を支える基盤をつくるとともに、良質な生活空間の実現に貢献する技術者の養成
を目的とする。
　この目的を達成するために、①社会資本整備技術、②防災技術、③環境保全技術などについて
幅広い知識を教授する。

学習・教育目標

　（Ａ）　愛の精神：‌�世界平和に貢献できる技術者に必要な豊かな教養、自ら考える力、いつくし
みの心を身につける

　　（Ａ１）　自ら考える力を身につける
　　（Ａ２）　技術者としての倫理を身につける

　（Ｂ）　科学や工学の基礎：‌�科学の粋を極める技術者に必要な数学、自然科学、情報技術、専門
工学の基礎を身につける

　　（Ｂ１）　数学、自然科学の力を身につける
　　（Ｂ２）　情報技術、専門工学の基礎を身につける

　（Ｃ）　コミュニケーション能力：‌�地域や国際舞台での活躍をめざして、多様な文化の理解とコ
ミュニケーションできる力を身につける

　　（Ｃ１）　表現する力、ディスカッションする力を身につける
　　（Ｃ２）　英語を用いてコミュニケーションできる力を身につける

　（Ｄ）　技術者としてのセンス：‌�創造的技術者としてのセンスを磨き、探究心、分析力、イメー
ジ力を身につける

　　（Ｄ１）　探究心、分析力、イメージ力、デザイン能力を身につける
　　（Ｄ２）　協力して問題を解決する力を身につける

　（Ｅ）　専門工学の活用：‌�専門工学の知識を修得してその相互関連性を理解し、これを活用する
力を身につける

（ ii ）
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令和７年度
大分工業高等専門学校編入学生募集要項

１．編入学を実施する学科･募集人員及び編入学年

学　　　　　科 募 集 人 員 編 入 学 年

機 械 工 学 科

若　干　名 第 ４ 学 年
電 気 電 子 工 学 科

情 報 工 学 科

都市・環境工学科

２．出 願 資 格
　　次の各号に掲げる者で、出身学校長が本校の教育に適するものと認めて推薦する者とします。

　　（1）高等学校又は中等教育学校を卒業した者で下記 ３．志望学科の条件を満たす者
　　（2）令和７年３月31日までに前号に該当する見込みの者

３．志 望 学 科
　　志望学科は出身校における所属学科、又は出身校での教育内容と同系とします。

　　同系とは、機械工学科……………機械科及び機械系の科
　　　　　　　電気電子工学科………�電気科、情報電子科、電子科、その他の工業系で電気･電子･情

報系の科
　　　　　　　情報工学科……………情報科、情報電子科、電子科、その他の工業系で情報･電気系の科
　　　　　　　都市・環境工学科……土木科、農業土木科、造園土木科、建築科、建設科等

４．出 願 手 続
　　（1）願書受付

期　間 令和６年11月11日（月）～　令和６年11月13日（水）

時　間 午前９時　～　午後４時
※郵送の場合も 令和６年11月13日（水）午後４時までに必着

提出先 大分工業高等専門学校　学生課教育支援係
〒870-0152　大分県大分市大字牧1666番地　　TEL（097）552-6359

　　（2）提出方法
　　　�　編入学志願者は、次の書類等をとりまとめて、出身学校長（卒業見込みの者については、在

学する学校長。以下同じ）を経て提出してください。
　　　　なお、郵送の場合は書留郵便とし、封筒の表に「編入学願書在中」と朱書してください。
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（3）提出書類等
　　出願に必要な書類等は、次のとおりです。

出 願 書 類 等 摘　　　　　　　　　　　要

（a）編 入 学 願 書
本校所定の用紙に必要事項を記入してください。

（b）受 験 票

（c）受 験 写 真 票 令和６年８月以降に撮影した上半身正面向き脱帽の写真（大きさ
縦4.0㎝、横3.0㎝）を、受験写真票の所定の欄に貼付してください。

（d）推 薦 書 本校所定の用紙に出身学校長が記入作成したものとします。

（e）調 査 書 出身校所定の用紙に出身学校長が記入作成したものとします。

（f）
卒 業 証 明 書
　 又 は   　
卒業見込証明書

出身校所定のものとします。

（g）
入 学 検 定 料
｢振込金受付証明書｣
提 出 票

入学検定料：16,500円　※別途振込手数料が必要です。
本校所定の「振込依頼書」により、最寄りの金融機関で振込み、「振
込金受付証明書」（学校提出用）を入学検定料「振込金受付証明書」
提出票に貼付してください。

（h）受 験 票
返 信 用 封 筒

定形（長３号）の封筒に、郵便番号、住所、氏名を明記して、110円
切手（速達希望の場合は、別に速達料金分切手）を貼付してください。
ただし、願書を持参する場合、切手の貼付は不要です。

（i ）あ て 名 票 合格通知書等を発送する際使用するもので、本校所定の用紙（３通
分）に、住所、氏名等を記入してください。

	 ※記入の際は必ず黒インク又は黒ボールペン（消せるボールペン不可）を用いてください。

（4）受験票
　　出願書類受付後、志願者に受験票を交付します。

〔留意事項〕
 １．提出書類の用紙（募集要項に添付）は本校学生課教育支援係で受け取ってください。
 　�　なお、郵送希望者は、請求封筒の表に「編入学生募集要項請求」と朱書きし、宛先を明記した返
信用封筒（部数に応じて下表金額の切手（速達希望の場合は、別に速達料金分切手）を貼った角２
号封筒、又はレターパック）を同封のうえ、本校学生課教育支援係へ送付してください。

募 集 要 項 1　部 2　部 3～ 5　部

切　　　手 270円 320円 510円

 ２．出身学校長が一括して提出してください。

 ３．出願手続き後は、記載事項の変更は認めません。

 ４�．受理した出願書類及び入学検定料は返還しません。ただし、次に該当した場合は納付された検定
料の返還請求ができます。

　　（ア）検定料を納付したが出願しなかった又は出願したが受理されなかった場合
　　（イ）検定料を重複して納付した場合
　　 ※返還請求をする場合は、願書受付期間最終日から14日以内に次の請求先までご連絡ください。
　　　 請求先：本校総務課財務係　TEL：（097）552-6190

 ５�．記載事項を訂正する場合は、訂正箇所を二重線で抹消押印し、訂正事項を記入してください。記
載事項を削ったもの及び訂正押印のないものは、受け付けません。
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５．選 考 方 法
　　学力検査、調査書及び面接の結果を総合して選考します。
　　（1）学力検査科目及び出題範囲
　　　　検査科目は次に示す一般科目及び志望学科が指定する専門科目とします。

学　科 科　目 出　　題　　範　　囲

一
般
科
目

各 科 共 通
数 学 数学Ⅰ（「データの分析」は除く）、数学Ⅱ、数学Ⅲ（「積分

法」は除く）、数学A（場合の数と確率）、数学C（ベクトル） 100点

外 国 語 英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ 100点

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

機 械
工 学 科

専門科目Ⅰ
機 械 工 作

機械材料（材料の機械的性質）各種の工
作法（鋳造、鍛造、塑性、溶接、切削、
研削）工業量の測定と計測機器 100点

製 図 製作図の描き方、機械要素の製図

専門科目Ⅱ 機 械 設 計

機械に働く力（つり合い、力と運動、仕事、
エネルギー、動力）材料の強さ（引張り・
圧縮・せん断応力とひずみ）せん断力図、
曲げモーメント図

100点

電 気 電 子
工 学 科

専門科目Ⅰ 電気回路の中から電気回路の要素、物理基礎の中から電
気、物理の中から電気と磁気 100点

専門科目Ⅱ 電気回路の中から直流回路、交流回路、電気計測、各種
の波形 100点

情 報
工 学 科

専門科目Ⅰ

プログラミング�
技 術

プログラミング技法、アルゴリズム、流
れ図、データ構造、基本的なプログラミ
ング（C言語）

100点
コンピュータ
システム技術

コンピュータシステムの構築、ネットワー
ク技術、データベース技術、情報媒体の
活用技術

専門科目Ⅱ

電 気 回 路 直流回路、交流回路、磁気と静電気

100点ハードウェア�
技 術

コンピュータの電子回路、コンピュータ
の構成、コンピュータによる制御、マイ
クロコンピュータの組込み技術

都市・環境
工 学 科

専門科目Ⅰ 土木構造設計 土木構造力学（土木構造物と力、静的構
造物の計算、材料の強さと部材の設計） 100点

専門科目Ⅱ 測 量 土木における測量、平面の測量、高低の
測量 100点

　　（2）学力検査、面接日時、検査場及び集合時刻等
　　　（a）学力検査、面接日時

令和６年11月24日（日）

時　　　間 科　　　目
　９：００ ～ １０：２０ 専門科目Ⅰ
１０：４０ ～ １２：００ 専門科目Ⅱ
１２：００ ～ １２：５０ 昼 食
１２：５０ ～ １３：５０ 外 国 語
１４：０５ ～ １５：０５ 数 学
１５：２０ ～ 　　　　　 面 接
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　　　（b）検 査 場　大分工業高等専門学校
　　　（c）集合時刻　志願者は午前８時30分までに検査室に入室してください。
　　　（d）そ の 他　１�．検査に必要なものは受験票・鉛筆（シャープペンシル可）（和歌・格言等が

印刷されているものは不可）・消しゴム（カバーをはずしたもの）です。専門
科目では関数電卓（リセットできるもの）も必要です。

　　　　　　　　　　　�　腕時計（計時機能のみのもの）は持ち込み可能です。検査室には壁掛時計
があります。筆入れ・眼鏡ケース・鉛筆削り・定規・コンパス・分度器等は
検査室へ持ち込めません。不要な物は所定の荷物置場に置いてください。

　　　　　　　　　　２．昼食は各自準備してください。
　　　　　　　　　　３．上履きは必要ありません。

６．合格者発表
　�　令和６年11月29日（金）午前10時、本校内正門横の掲示板に合格者の受験番号を掲示するとと
もに本校ホームページに掲載し、合格者には「合格通知書」を郵送します。
　　なお、電話等による合否の照会には応じません。

７．入学確約書の提出
　�　合格通知を受け、本校に編入学の意思がある者は、令和６年12月13日（金）までに「入学確約書」
を学生課教育支援係に持参するか、郵送により提出してください。

８．自然災害に伴う検定料免除の臨時措置について
　�　主たる家計支持者の居住地が災害による被災に伴い災害救助法の適用を受け、居住する家屋が被
害を受けた場合、被災日以降に出願手続を行う入学者選抜において、罹災証明書等の必要書類の提
出によって、検定料が免除となる場合があります。
　�　該当する場合には、検定料を振り込む前に本校学生課教育支援係（TEL：（097）552-6359）まで
お問い合わせください。

９．個人情報の取扱いについて
　�　入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・
評価等入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用するとともに、次の
目的のためにも利用します。
　　（1）入学後の教育・指導
　　（2）入学料、授業料免除申請の審査
　　（3）奨学金申請の審査
　　（4）本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究

10．その他
　　（1�）入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して
　　　�　大分工業高等専門学校では、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部科学

省所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び、「独立行
政法人国立高等専門学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」
に則り、障害等による支援ニーズのある学生に対して、受験上又は修学上の合理的配慮の提供
を行っています。入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、
早めに大分高専学生課教育支援係（TEL：（097）552-6359）までご相談ください。なお、合
理的配慮の提供には準備に時間がかかることもあるため、入学願書提出期限の一か月前を過ぎ
てからの相談及び申請では準備期間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して
試験を受けられなくなる可能性があることに注意してください。必要に応じて、生徒、生徒の
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保護者及び、在籍する学校関係者に対して、相談された内容について質問する場合があります
が、合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は入学者選抜の合否判定には一切影響ありま
せん。

　　　�　入試の公平性を担保するため、合理的配慮提供の根拠となる資料の提出を求める場合があり
ます。必要となる根拠資料に関しては、文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討
会報告（第二次まとめ）」によって示されている、１）障害者手帳の種別・等級・区分認定、２）
適切な医学的診断基準に基づいた診断書、３）標準化された心理検査等の結果、４）専門家の
所見、５）中学校、特別支援学校中等部等入学前の支援状況に関する資料、６）本人が自らの
障害の状況を客観的に把握・分析した説明資料等が該当します。

　　※�根拠資料に関しては提出の要不要に関しても入試担当窓口までご相談ください。ご提出いただ
く根拠資料としての要件を満たしているかどうか、担当係において確認いたします。満たして
いない場合は、その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。

　（お願い）
　　　�　入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、合理的配慮提供のための準備を十分に行う

ために、出願の可能な限り早い段階で「事前相談」を受けられることをお勧めします。入試後、
又は入学後に合理的配慮に関して初めて申請なさると、修学に必要な支援を十分に受けられな
くなる可能性があります。なお、事前相談を受けられても、入学者選抜の合否判定には一切影
響ありません。

　　（2）本校へのアクセス及び問い合わせ先については、裏表紙を参照してください。
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編 入 学 案 内
　本校の編入学制度は、高等専門学校設立の趣旨に沿って、高等学校の卒業者にも等しく門戸を開こ
うとするものです。

１．修業年限
　　第４学年に編入学し、修業年限は２年となります。

２．学習・教育目標
　�　本校は、「人間性に溢れ国際感覚を備え、探求心、創造性、表現能力を有する技術者の養成」を教
育目的として掲げています。この教育目的を実現するために全学科を１つにした教育プログラム（教
育プログラム名：システムデザイン工学プログラム）を設定しており、学習・教育目標として５つ
の主目標とそれぞれを具体化した11のサブ目標を定めています。第４学年に編入した場合、本教育
プログラムの履修対象者となります。

３．教育課程
　�　教育課程は、一般科目（各学科共通）及び専門科目に分かれ、各学科の授業科目及び単位等は、
別表第１及び別表第２の予定です。
　�　なお、編入学生は、第３学年までの単位は修得したものとし、第４・５学年の授業科目を履修し
ます。

４．課外活動
　�　学生の自主的な活動を通して、楽しみながら学生生活を充実させ、豊かな人間性を育成するため
学生全員で構成する「学生会」があります。
　�　学生会は、学校の指導のもとにホームルームを基盤とする活動のほか、多くの学生がクラブに加
入して、運動や文化活動に励んでいます。
　　体育局……�野球・バレーボール・バスケットボール・サッカー・卓球・ソフトテニス・陸上競技・

柔道・剣道・水泳・少林寺拳法・バドミントン・テニス・弓道
　　文化局……�国際・軽音楽・写真・気象天文・囲碁将棋・吹奏楽・ボランティア・電子計算機・
　　　　　　　ロボット研究・文芸・茶道・科学・書道・美術

５．編入学に要する経費
　　編入時に要する主な経費は、次のとおりです。
　　（1）入 学 料	 84,600円
　　（2）授 業 料	 前期分　117,300円（年額234,600円）
	 �上記の金額は予定額であり、入学時及び在学中に金額の改定が行われた

場合には、改定時から新たな金額が適用されます。
　　（3）教科書代等	 約20,000 ～ 30,000円（学科によって異なります）
　　（4）学生会入会金	 1,000円
　　（5）学 生 会 費	 前期分4,250円（年額8,500円）
　　（6）研修旅行費	 約50,000円（旅行時）
　　（7）同窓会入会金	 10,000円（５年時に納入）
　　（8）後援会入会金	 10,000円
　　（9）後援会費等	 前期分10,000円（年額20,000円）

６．入学料及び授業料の免除
　（1）入学料について
　　�　入学前１年以内において、入学する者の学資を主として負担している者が死亡又は風水害等の
災害を受けた場合等の事情により納付が著しく困難であると認められる場合には、入学料の全額
又は半額を免除する制度があります。

　　�　また、経済的理由等で納付期限までに納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる場合は、
徴収猶予を許可する制度があります。
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　（2）授業料について
　　�　本科４・５年生及び専攻科生は、国の高等教育の修学支援新制度（授業料等減免、日本学生支
援機構給付型奨学金の支給の２つの支援）を受けることできます。

　　�　この制度は、学ぶ意欲があり、世帯収入や資産の要件を満たしている学生全員が対象で、給付
型奨学金と併せて申込みをしていただくことで、授業料等減免を受けることができる制度です。

　　�　奨学金の支援区分により、Ⅰ（満額）、Ⅱ（2/3）、Ⅲ（1/3）の授業料免除を受けることができます。
　　�　その外、災害特例や卓越した学生に対する免除制度もあります。

７．奨学制度
　�　上記に記載の給付型奨学金の外、日本学生支援機構の規定に基づき学業・人物ともに優れ、学資
の支弁が困難と認められる者に対して、本人の申請に基づき選考のうえ奨学金が貸与されます。
　�　第４学年及び第５学年の貸与月額は次のとおりです。

　　　　【奨学金の種類と貸与金額】（令和６年度）

種　　　　　類 月　　　　額

第一種奨学金（無利子）
自 宅 通 学 20,000円、30,000円、45,000円 から選択

自宅外通学 20,000円、30,000円、40,000円、51,000円 から選択

第二種奨学金（有利子） 20,000円 ～ 120,000円の範囲で10,000円単位で選択

８．学　寮
　�　学寮は学校の前の道路を隔てたところに女子寮１棟（定員60名）と男子寮４棟（定員240名）が
あります。
　�　学校が自宅から遠くて通学できない学生、勉強やクラブ活動などに時間を有効に利用したい学生、
寮生活を体験したい学生などが入寮しています。１人１部屋を基本とし、各居室にエアコンを完備、
各棟には洗濯機・乾燥機を設置しています。また共通部分として談話室・補食室等があります。
　�　寮生活は、教員の指導のもと寮生会役員を中心に寮生が主体的に運営しており、規律正しい生活
の中で、お互いに助け合い、友情を深めながら生活しています。　
　　寮経費は次のとおりです。※予定額
　　　【寄宿料】800円/月　　　【入寮費】3,000円（入寮時のみ）
　　　【管理費】110,000円/年	
　　　【食　費】1,300円/日 

９．卒業後の進路
　（1）就　職
　　�　これまでの卒業生は日本を担う産業界の最前線に進出しており、高い評価を受けています。
　　　最近の学科別の主な就職先は本校ホームページに掲載の学校要覧をご覧ください。
　　　（URL：https://www.oita-ct.ac.jp/wpct/yoran）
　（2）進　学
　　�　高専を卒業すると高専専攻科に進学又は大学工学部等の３年次に編入学する道が開かれています。
　　�　高専専攻科は、高専本科卒業後さらに２年間、より高度な実践的・研究開発型技術者を育成す
ることを目的として高専に設置されています。大分高専では「機械・環境システム工学専攻（定
員８名）」と「電気電子情報工学専攻（定員８名）」の２専攻を設置し、卒業生を受け入れています。
（詳細は、教育支援係までお問い合わせください。）高専専攻科を修了後あるいは大学の学部を卒
業後、自分の才能を伸ばしたい人は、さらに大学院を受験することができます。

　　�　国立大学の大半が高専卒業生向けに編入学生を募集しており、成績優秀な学生に対しては推薦入
学制度もあります。本校からも毎年多数の者が編入学しています。本校卒業生の主な編入学先は本
校ホームページに掲載の学校要覧をご覧ください。（URL：https://www.oita-ct.ac.jp/wpct/yoran）
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別表第１
一　　　　　般　　　　　科　　　　　目

（各学科共通）� 令和４年度入学生に適用
授　業　科　目 単位数 学　年　別　配　当 備　　　考1年 2年 3年 4年 5年

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

国 語 総 合 4 2 2 
現 代 文 2 2 留学生以外に対して開講
地 域 日 本 文 学 1 1 留学生以外に対して開講
日 本 語 表 現 法 1 1 留学生以外に対して開講
政 治 ・ 経 済 2  2
日 本 史 2 2 
世 界 史 2 2 
地 理 総 合 1 1 留学生以外に対して開講
公 共 1 1 留学生以外に対して開講
技術者倫理・技術史 1 1
基 礎 数 学 Ⅰ 4 4 
基 礎 数 学 Ⅱ 3 3 
微 分 積 分 Ⅰ 4 4 
微 分 積 分 Ⅱ 4 4 
線 形 代 数 4 4 
微 分 方 程 式 1 1 
生 物 2 2 
総 合 理 科 1 1 
物 理 Ⅰ  3 3 
物 理 Ⅱ 3 3 
化 学 Ⅰ 2 2 
化 学 Ⅱ 3 3 
保 健 ・ 体 育 9 2 2 2 2 1 
英 語 Ⅰ Ａ 2 2 
英 語 Ⅰ Ｂ 2 2 
英 語 Ⅱ Ａ 2 2 
英 語 Ⅱ Ｂ 2 2 
英 語 Ⅲ Ａ 2 2 
英 語 Ⅲ Ｂ 2 2 
英 語 Ⅳ 2 2 
情 報 Ⅰ 1 1
情 報 Ⅱ 1 1
数理・データサイエンスⅠ 1 1
選
択
必
修

音 楽 1 1 １科目修得 �
（同時開講）美 術 1 1 

書 道 1 1 
日 本 語 Ⅰ 4 4 留学生に対して開講
日 本 語 Ⅱ 2 2 留学生に対して開講

小　　　計 86 29 26 20 9 2

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

経 済 学 概 説 Ⅰ 1 1 一般選択Ⅰ �
（同時開講）法 学 概 説 Ⅰ 1 1 

経 済 学 概 説 Ⅱ 1 1 一般選択Ⅱ �
（同時開講）法 学 概 説 Ⅱ 1 1 

数理・データサイエンスⅡ 1 1
歴 史 学 概 説 Ⅰ 1 1 一般選択Ⅲ �

（同時開講）心 理 学 1 1 
歴 史 学 概 説 Ⅱ 1 1 一般選択Ⅳ
実 用 英 語 Ⅰ 1 1 

外国語選択Ⅰ �
（同時開講）

資 格 英 語 Ⅰ 1 1 
中 国 語 Ⅰ 1 1 
ド イ ツ 語 Ⅰ 1 1 
実 用 英 語 Ⅱ 1 1 

外国語選択Ⅱ �
（同時開講）

資 格 英 語 Ⅱ 1 1 
中 国 語 Ⅱ 1 1 
ド イ ツ 語 Ⅱ 1 1 
数 学 特 論 Ⅰ 1 1 
数 学 特 論 Ⅱ 1 1 

小　　　計 18 0 0 0 5 13 
開 設 単 位 数 合 計 104 29 26 20 14 15
履 修 可 能 単 位 数 87 27 26 16 10 8
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別表第２
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

（機械工学科）� 令和２年度入学生から適用
授　業　科　目 単位数 学　年　別　配　当 備　　　考1年 2年 3年 4年 5年

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

応 用 物 理 Ⅰ 2 2 
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 
工 学 基 礎 1 1 
応 用 数 学 Ⅰ 1 1 
応 用 数 学 Ⅱ 2 2 学修単位
応 用 数 学 Ⅲ 1 1 
機 械 工 作 法 Ⅰ 2 2 
機 械 工 作 法 Ⅱ 1 1 
工 業 力 学 2 2 
材 料 力 学 Ⅰ 2 2 
材 料 力 学 Ⅱ 2 2 
材 料 学 Ⅰ 1 1 
材 料 学 Ⅱ 2 2 
機 械 設 計 法 Ⅰ 1 1 
機 械 設 計 法 Ⅱ 4 4 学修単位
機 械 力 学 Ⅰ 1 1 
熱 力 学 2 2 
水 力 学 2 2 
伝 熱 工 学 1 1 
機 構 学 2 2 
情 報 工 学 Ⅰ 1 1 
情 報 工 学 Ⅱ 1 1 
制 御 工 学 Ⅰ 1 1
メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2 学修単位
機 械 製 図 Ⅰ 2 2 
機 械 製 図 Ⅱ 2 2 
機 械 製 図 Ⅲ 1 1 
Ｐ Ｂ Ｌ 1 1 
エンジニアリングデザイン 2 2 
機 械 実 習 Ⅰ 4 4 
機 械 実 習 Ⅱ 4 4 
工 学 実 験 Ⅰ 4 4 
工 学 実 験 Ⅱ 4 4 
工 学 実 験 Ⅲ 2 2 
設 計 製 図 Ⅰ 2 2 
設 計 製 図 Ⅱ 2 2 
設 計 製 図 Ⅲ 2 2 
キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 1 
卒 業 研 究 11 11 

小　　　計 83 7 8 18 29 21 

選
　
択
　
科
　
目

半導体デバイス概論 1 1  
機 械 数 学 1 1
エネルギー変換工学 2 2 学修単位
機 械 力 学 Ⅱ 1 1 
制 御 工 学 Ⅱ 1 1 
計 測 工 学 1 1 
防 災 工 学 概 説 1 1 
校 外 実 習 （1） （1）
課 題 学 修 単位数は別に定める

小　　　計 8 0 0 0 1 7 
開 設 単 位 数 合 計 91 7 8 18 30 28 
履 修 可 能 単 位 数 91 7 8 18 30 28 
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別表第２
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

（電気電子工学科）� 令和３年度～令和５年度入学生に適用
授　業　科　目 単位数 学　年　別　配　当 備　　　考1年 2年 3年 4年 5年

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

応 用 数 学 Ⅰ 1 1 
応 用 数 学 Ⅱ 2 2 学修単位
応 用 数 学 Ⅲ 1 1 
応 用 物 理 Ⅰ 2 2 
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 
電 磁 気 学 Ⅰ 4 4 
電 磁 気 学 Ⅱ 2 2 
電 気 回 路 Ⅰ 1 1 
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 
電 気 回 路 Ⅲ 2 2 
電 気 回 路 Ⅳ 2 2 学修単位
電 気 回 路 Ⅴ 2 2 学修単位
情 報 処 理 4 4 
プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 
ア ル ゴ リ ズ ム 1 1 
電 子 回 路 2 2 
ディジタル回路設計 2 2 学修単位
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 1 1
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 1 1 
電 子 工 学 2 2 
電 気 計 測 2 2 
電 気 機 器 工 学 Ⅰ 2 2 
電 気 機 器 工 学 Ⅱ 2 2 
発 変 電 工 学 1 1 
制 御 工 学 Ⅰ 1 1 
コ ン ピ ュ ー タ 2 2 
通 信 工 学 Ⅰ 1 1 
電 気 演 習 Ⅰ 2 2 
電 気 演 習 Ⅱ 1 1 
工 学 実 験 Ⅰ 3 3 
工 学 実 験 Ⅱ 4 4 
工 学 実 験 Ⅲ 4 4 
デ ザ イ ン 実 習 2 2 
キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 1 
卒 業 研 究 11 11 

小　　　計 77 7 8 18 29 15 

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

半導体デバイス概論 1 1  
ア ナ ロ グ 回 路 設 計 1 1
パワーエレクトロニクス 1 1
送 配 電 工 学 1 1 
電 気 材 料 2 2 
高 電 圧 工 学 1 1 
電 気 設 計 1 1 
シ ス テ ム 工 学 1 1 
制 御 工 学 Ⅱ 1 1 
通 信 工 学 Ⅱ 1 1 
情 報 理 論 1 1 
ネットワークアーキテクチャ 1 1 
電 気 法 規 1 1 
防 災 工 学 概 説 1 1 
校 外 実 習 （1） （1）
課 題 学 修 単位数は別に定める

小　　　計 15 0 0 0 2 13 
開 設 単 位 数 合 計 92 7 8 18 31 28 
履 修 可 能 単 位 数 92 7 8 18 31 28 
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別表第２
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

（情報工学科）� 令和４年度入学生から適用
授　業　科　目 単位数 学　年　別　配　当 備　　　考1年 2年 3年 4年 5年

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

応 用 数 学 Ⅰ 1 1 
応 用 数 学 Ⅱ 2 2 学修単位
応 用 数 学 Ⅲ 1 1 
応 用 物 理 Ⅰ 2 2 
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 
コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 2 2 
情 報 リ テ ラ シ 2 2 
論 理 数 学 1 1  
電 子 回 路 1 1
電 気 回 路 2 2 
コンピュータネットワーク 2 2 
A I 基 礎 1 1
A I 基 礎 演 習 2 2
シ ス テ ム デ ザ イ ン 1 1 
デ ィ ジ タ ル 回 路 1 1
ディジタル回路演習 2 2
離 散 数 学 1 1  
情 報 理 論 1 1 
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 2 2 学修単位
デ ー タ ベ ー ス 2 2 学修単位
符 号 理 論 1 1 
コンピュータアーキテクチャ 2 2 学修単位
情 報 数 学 2 2 学修単位
アルゴリズムとデータ構造 2 2 学修単位
形 式 言 語 理 論 1 1 
メ デ ィ ア 情 報 処 理 1 1 
多 変 量 解 析 1 1 
数 値 解 析 1 1 
オペレーティングシステム 1 1 
プログラミング演習Ⅰ 2   2  
プログラミング演習Ⅱ 2 2 
プログラミング演習Ⅲ 2 2 
プログラミング演習Ⅳ 2 2 
工 学 実 験 基 礎 1 1 
工 学 実 験 Ⅰ 2 2 
工 学 実 験 Ⅱ 2 2 
工 学 実 験 Ⅲ 2 2 
工 学 実 験 Ⅳ 2 2 
工 学 実 験 Ⅴ 2 2 
工 学 実 験 Ⅵ 2 2 
キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 1 
卒 業 研 究 10 10 

小　　　計 75 7 8 18 27 15 

選
　
択
　
科
　
目

インタフェースデザイン 1 1 
組 込 み シ ス テ ム 1 1 
組込みシステム演習 2 2 
制 御 工 学 1 1 
半導体デバイス概論 1 1
デ ー タ サ イ エ ン ス 1 1 
データサイエンス演習 2 2 
メ カ ト ロ ニ ク ス 1 1 
ソフトコンピューティング 1 1 
コンピュータセキュリティ 1 1 
コンピュータセキュリティ演習 2 2 
自 然 言 語 処 理 1 1 
ネットワークプログラミング 1 1 
防 災 工 学 概 説 1 1 
校 外 実 習 （1） （1）
課 題 学 修  単位数は別に定める

小　　　計 17 0 0 0 6 11 
開 設 単 位 数 合 計 92 7 8 18 33 26 
履 修 可 能 単 位 数 92 7 8 18 33 26 



－12－

別表第２
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

（都市・環境工学科）� 令和２年度入学生から適用
授　業　科　目 単位数 学　年　別　配　当 備　　　考1年 2年 3年 4年 5年

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

都市・環境工学概論 2 2 
プログラミング基礎 2 2 
応 用 物 理 Ⅰ 2 2 
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 
応 用 数 学 Ⅰ 1 1 
応 用 数 学 Ⅱ 2 2 学修単位
応 用 数 学 Ⅲ 1 1 
建 設 工 学 基 礎 1 1 
構 造 力 学 Ⅰ 4 4 
構 造 力 学 Ⅱ 2 2 
鋼 構 造 学 1 1 
土 質 力 学 Ⅰ 4 4 
土 質 力 学 Ⅱ 2 2 
地 盤 工 学 2 2 学修単位
水 理 学 Ⅰ 2 2 
水 理 学 Ⅱ 2 2 
応 用 水 理 学 1 1 
河 川 工 学 1 1 
建 設 材 料 学 2 2 学修単位
コンクリート構造学Ⅰ 2 2 学修単位
コンクリート構造学Ⅱ 2 2 学修単位
都 市 計 画 2 2 
計 画 数 理 学 1 1 
道 路 工 学 1 1 
交 通 工 学 1 1 
測 量 学 2 2 
応 用 測 量 学 1 1 
環 境 工 学 2 2 
衛 生 工 学 2 2 学修単位
環 境 微 生 物 学 2 2 学修単位
防 災 工 学 2 2 学修単位
実 験 実 習 Ⅰ 4 4 
実 験 実 習 Ⅱ 4 4 
実 験 実 習 Ⅲ 4 4 
実 験 実 習 Ⅳ 4 4 
設 計 製 図 2 2 
都市・環境デザイン 2 2 
キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 1 
卒 業 研 究 10 10 

小　　　計 87 7 8 18 29 25 

選
択
科
目

半導体デバイス概論 1 1  
総 合 演 習 1 1
建 設 振 動 学 1 1 
環 境 計 画 1 1 
校 外 実 習 （1） （1）
課 題 学 修 単位数は別に定める

小　　　計 4 0 0 0 1 3 
開 設 単 位 数 合 計 91 7 8 18 30 28 
履 修 可 能 単 位 数 91 7 8 18 30 28 



令和７年度　大分工業高等専門学校編入学願書

令和７年度　編入学 令和７年度　編入学
大分工業高等専門学校 大分工業高等専門学校

こ
の
願
書
は
折
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

裏
面
注
意
事
項
を
参
照
の
う
え
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

志望学科 工学科

履
　
　
　
歴

学
　
　
　
歴

　　　　　　都道
　　　　　　府県

中学校

平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　卒　　業令和　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　都道
　　　　　　府県

学校

（学科名� ）

平成　　　　　　　　　　　卒　　業年　　　　月　　　　　令和　　　　　　　　　　　卒業見込

職
歴

賞
罰

志
　
願
　
者

ふりがな

氏　　名

生年月日 平成　　　年　　　月　　　日

現 住 所

〒　　　　－

　　　　　都道
　　　　　府県

TEL

保
護
者

氏　　名

連 絡 先

志願者との続柄

入寮希望の有無 有　・　無

受 験 写 真 票
受験番号 ※

志望学科 工学科

ふりがな

氏　　名

平成　　　　年　　　月　　　日 生

写真貼付欄
１�．写真は上半身正面
向き、脱帽で令和６年
８月以降撮影したもの。

２�．写真の大きさ
　　（縦4.0cm 横3.0cm）

３�．全面にのりづけして
ください。

受  験  票
受験番号 ※

志望学科 工学科

ふりがな

氏　　名

平成　　　　年　　　月　　　日 生

試　験　日　時
月　日 時　　　間 科　目

11月24日
（日）

 9：00 ～ 10：20 専門科目Ⅰ

10：40 ～ 12：00 専門科目Ⅱ

12：00 ～ 12：50 昼　食

12：50 ～ 13：50 外国語

14：05 ～ 15：05 数　学

15：20 ～ 面　接

受験番号
※

き
　
り
　
と
　
り
　
線

切り離さないでください

切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い



注　　　　　　　　意

１．※印の欄は記入しないでください。

２�．記入事項は黒インク又は黒ボールペン（消せるボールペン不可）を用い、楷書で

はっきり書いてください。

３．この願書は他の書類と一括して提出してください。

４．出願後の記載事項の変更は認めません。

５．記入事項のない欄は斜線を引いてください。

注　　　意
１�．受験票は、学力検査の際は机上に置
いてください。

２�．受験票は大切に保管し、紛失しない
よう注意してください。
　�　面接時にも必ず持参してください。

３�．机の上に置けるものは、受験票、鉛
筆（シャープペンシル可）（和歌・格
言等が印刷されているものは不可）、
消しゴム（カバーをはずしたもの）、
関数電卓（リセットできるもの）、腕
時計（計時機能のみのもの）です。

４�．携帯電話等の通信機器は受付時に預
かり、面接終了後に返却します。

５．昼食は各自準備してください。

６．上履きは必要ありません。



推　　薦　　書

令和 ６ 年　　月　　日　

　大分工業高等専門学校長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　校　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校 長 氏 名　　　　　　　　　　　　　　　職印

　下記の者は、学業成績・人物ともに優秀であり、貴校に編入学するのにふさわしい者
と認めて推薦します。

記

ふりがな
男
・
女

出身学科 科
氏 名

志望学科 工学科
生 年 月 日 平成　　 年　　 月　　 日

卒 業 又 は
卒業見込年月 平成　・　令和　　　　年　　　月　　卒業　・　卒業見込

学 業 成 績
順 位

１　　年 ２　　年 ３　年（１学期）

人中　　　位 人中　　　位 人中　　　位 

推 薦 理 由

記載責任者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　

（注）１．‌�推薦理由の記入については、本人の学業・人物・特別活動・態度等について具体的に記入して
ください。

　 　２．※印欄は、記入しないでください。

受験番号 ※

き
　
り
　
と
　
り
　
線





令和７年度　大分工業高等専門学校編入学
入学検定料「振込金受付証明書」提出票

受験番号
※

志望学科 工学科 氏　　名

　銀行受付印のある振込金受付証明書（学校提出用）を貼付してください。
　ゆうちょ銀行から振込みを行った場合は、「振込依頼書（兼振替払出請求書）【お客さま控】」
を貼付してください。

　※印の欄は記入しないでください。

き
　
り
　
と
　
り
　
線





入
学
検
定
料
の
振
込
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
入
学
検
定
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
な
お
、
振
込
み
の
際
に
は
別
途
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
１
�．
入
学
検
定
料
の
振
込
み
は
銀
行
窓
口
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
振
込
み
を
す
る
場
合
は
、
以
下
の
用
紙
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口
に
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
専
用

の
「
振
込
依
頼
書
」
を
受
け
取
り
、
ご
記
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
２
．
銀
行
の
収
納
印
を
も
っ
て
本
校
の
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
３
．
振
込
み
の
手
続
き
は
出
願
に
必
要
な
書
類
等
を
持
参
又
は
郵
送
す
る
前
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
４
．
振
込
金
領
収
証
書
（
本
人
保
存
用
）
は
、
必
要
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
�．
振
込
金
受
付
証
明
書
（
学
校
提
出
用
）
は
、
別
添
の
「
振
込
金
受
付
証
明
書
」
提
出
票
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て
振
込
を
行
っ
た
場
合
は
、「
振
込
依
頼
書
（
兼
振

替
払
出
請
求
書
）【
お
客
さ
ま
控
】」
を
受
領
し
、
そ
の
用
紙
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
振
込
依
頼
書
（
兼
振
替
払
出
請
求
書
）【
お
客
さ
ま
控
】」
に
つ
い
て
は
、
本
人
保
存
分
を

貼
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
写
し
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
�　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
込
み
は
口
座
か
ら
の
み
可
能
で
、
現
金
に
よ
る
振
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
利
用
の
際
は
、「
通
帳
と
お
届
け
印
」
又
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

振
込
金
受
付
証
明
書（
学
校
提
出
用
）

振
込
金
領
収
証
書（
本
人
保
存
用
）

依
頼
日

令
和
　
　
 年
　
　
 月
　
　
 日

金
　
額

￥
16
,50
0－

振
込
先

大
分
銀
行
明
野
支
店

受
取
人

独
立
行
政
法
人

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
本
部

フ
リ
ガ
ナ

志
願
者

氏
　
名

依
頼
日

令
和
　
　
 年
　
　
 月
　
　
 日

金
　
額

￥
16
,50
0－

振
込
先

大
分
銀
行
明
野
支
店

受
取
人

独
立
行
政
法
人

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
本
部

フ
リ
ガ
ナ

志
願
者

氏
　
名

収
　
納
　
印

収
　
納
　
印

収
納
印
又
は
振
替
印

科
　
目

上
記
の
金
額
正
に

受
取
り
ま
し
た
。

（
取
扱
店
）

　
　
　
　
　
　
　
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
支
店

上
記
の
金
額
正
に

受
取
り
ま
し
た
。

（
取
扱
店
）

　
　
　
　
　
　
　
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
支
店

取
扱
銀
行
へ

お
願
い

電
信
扱
振
込
依
頼
書（
取
扱
店
保
存
用
）

・ 本 指 定 用 紙 以 外 の 使 用 は 出 来 ま せ ん 。

・ 自 動 振 込 機 で の 振 込 は 出 来 ま せ ん 。

振 込 人 名 は 必 ず 志 願 者 氏 名 を 打 電 し て く だ さ い 。

受 取 人

振
込
先

大
分
銀
行
明
野
支
店

普
通
　
　
54
56
10
5

金
　
額

￥
16
,50
0－

内
訳

現
金

受
取
人

口
座
名

ドク
）コ
クリ
ツコ
ウト
ウセ
ンモ
ンガ
ッコ
ウキ
コウ
ホン
ブ

当
手

独
立
行
政
法
人

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
本
部

他
手

依
頼
日

令
和
　
　
 年
　
　
月
　
　
日
振
込
指
定
電
信
扱

手
数
料

ご 依 頼 人

フ
リ
ガ
ナ

志
願
者

氏
　
名

住
所
　
〒

電
話
番
号
（
　
　
　
  ）
　
　
　
  －

（
き
り
と
り
線
） （ 銀 行 で 切 り 離 し て く だ さ い ）

（ 銀 行 で 切 り 離 し て く だ さ い ）





郵便番号：

住　　所：

氏　　名：

電話番号：

様
※

志
願
者
本
人
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
等
を
２
ヵ
所
、
志
願
者
の
出
身
学
校
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
学
校
名
等
を
１
ヵ
所
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
住
宅
の
場
合
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
名
、
棟
番
号
等
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ 

て 

名 

票

選抜結果通知用（本人宛）

郵便番号：

住　　所：

氏　　名：

電話番号：

様
※

入学手続き書類送付用（本人宛）

郵便番号：

住　　所：

学 校 名：

電話番号：

学校長　殿

選抜結果通知用（学校宛）

※







至大分スポーツ公園

独立行政法人国立高等専門学校機構

大分工業高等専門学校
National Institute of Technology, Oita College

〒 870-0152　大分県大分市大字牧 1666 番地
電　話　（097）552 - 6359（学生課教育支援係）
ＦＡＸ　（097）552 - 6440（学　　生　　課）
E-mail　kshien@oita-ct.ac.jp
ホームページ　https://www.oita-ct.ac.jp/

願 書 受 付 期 間 令和 6年 11月 11日（月）～ 11月 13日（水）

試 験 日 令和 6年 11月 24日（日）

合 格 発 表 日 令和 6年 11月 29日（金）

令 和 ７ 年 度

編 入 学 生 募 集 要 項

大分工業高等専門学校案内

1 ＪＲ高城（たかじょう）駅から徒歩約 25 分

2 大分駅前６番のりば〔地図参照〕から
  • 萩原・アクロス前経由「明野団地」行き（Ｄ 40、Ｄ 41、Ｄ 42）
  •  萩原・アクロス前経由「パークプレイス」行き（Ｄ 46、Ｄ 47）で

「大分高専」下車（所要時間約 20 分）

3 ＪＲ大分駅からタクシー（所要時間約 15 ～ 20 分）

4 東九州自動車道を利用の場合・・・「大分米良ＩＣ」より車で約 15 分
   「大分宮河内ＩＣ」より車で約 15 分

【入試に関する問い合わせ】
　　大分工業高等専門学校　学生課教育支援係
　　TEL：（097）552－ 6359　月曜日～金曜日　8：30～ 17：00（祝日を除く）

編 入 学 案 内
出願書類添付


